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グラフェン中の局所欠陥に由来する特異な

電子状態は、工学分野において重要な役割を果

たす。そこで我々は、走査型トンネル顕微鏡

(Scanning tunneling microscopy : STM)を用いて、

高配向性グラファイト(Highly Oriented Pyrolytic 

Graphite : HOPG)上に形成したナノグラフェン

の電子状態を詳細に観察し、Fig.1を得た。              

Fig. 1(a)において、三種類の特徴的な輝点配

列が確認できる。まず、下地となる HOPG 表面

上には、よく知られた三角形の輝点配列が観測

されている（Fig. 1(b)参照）。次に、単層グラフ

ェンシート内を中心に、√3×√3 の周期を持つ、

菱形の輝点配列が見られた（Fig. 1(c)参照）。こ

れらに加えて、Fig. 1(d)で示す長方形状の輝点

配列が存在することを見出した[1]。従来、相似

な形状の輝点配列は、酸化グラフェンの STM 観察で報告されている[2]が、長方形格子の大きさ

が Fig. 1(d)とは異なる。そこで、Fig. 1(d)で示す超構造の起源について、第一原理計算を用いた考

察を試みた。そして、アームチェア型のエッジが対向したグラフェンナノリボンが特定のリボン

幅を持つ場合に、Fig. 1(d)と類似の超構造が形成され得ることを見出した（Fig. 2）[1]。 
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FIGURE 1. (a) STM image of small graphene 

sheet on HOPG. (b) Triangular lattice. (c) 

Rhombus lattice. (d) Rectangular lattice. All 

images were taken at a sample bias of -50 mV. 

FIGURE 2. (a) Schematic of the model for simulations. (b) Simulated STM images. 

 

第82回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2021 ハイブリッド開催（名城大学 天白キャンパス ＆ オンライン）)10p-N204-2 

© 2021年 応用物理学会 05-034 6.5


